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─まず初めに本部の主要顧客やビジ
ネス概要についてお聞かせください。

細谷　本部直下に4つの事業組織、
5つのグループ会社を配置し、①生
保、損保、共済等の保険業界への各種
ビジネス、②銀行とその顧客へ「決
済」を提供するビジネスを展開して
います。
銀行領域においては、a）「バック
インフラ」として、日本全国の金融
機関や ATM等を結ぶ、インターバ
ンク決済サービスを、b）「フロント
サービス」として、顧客接点を持つ
銀行 IB、スマートフォンアプリを
介しての資金移動・照会といった基
本取引に加え、投信、外為、電子債
権などの取引を提供する共同利用型
決済サービス（ANSER）を、それ
ぞれ提供しています。保険領域にお
いても、個社ビジネスの他、全国の
生命保険・損害保険会社と保険代理
店をつなぐ保険会社共同ゲートウェ
イサービスなど、いずれも日本の重
要な社会インフラを支えるサービス
を提供しています。

─新事業本部設立の狙いをお聞かせ
ください。

細谷　決済の力点がインターバンク
決済を担う「バックインフラ領域」
から、顧客接点に近い「フロントサ
ービス領域」にシフトしています。
このトランザクション流の傾向変化
や、CBDC、DeFiといった新しい
決済スキームの可能性も視野に入
れ、フロントからバックインフラ領
域トータルで決済を支えるエコシス
テムをテクノロジーの力と掛け合わ
せて進化させます。
また、顧客接点となるフロント
サービスでは、銀行業務、保険業務、
その他非金融業務を融合させ、社会
のデジタル化に伴う、生活者視点の
様々なニーズに応える新たなサービ
スを創出していくことを目指してい
ます。このように、決済領域のバッ
クとフロントをトータルで最適化す
る「垂直シナジー」、サービスの観
点で業界を跨いで融合させる「水平
シナジー」の両軸を強化していくこ
とで社会システム全体にわたり、
End to Endに価値を提供していく
ことが事業本部設立の狙いです。

─新組織に期待することをお聞かせ
ください。

細谷　成長に向けた取り組みの礎に
なるのはベースビジネスの安定運用
です。これまで培ったクオリティ、
信頼を守りながら、新しいＤＸ領域
へ挑戦する組織となることを期待し
ています。
上述のとおり水平シナジーでは、
生活者起点、企業利用者起点でフロ
ントサービスをオンラインファース
トで強固に繋ぐことを目論みます。
既存サービスを繋ぐだけではなく、
事業体や業界の垣根を超えてお客様
同士を繋ぎ、サービス創出の機会を
加速させることで、事業パートナー
はもとより、業界パートナーの立ち

2022 年 7 月、新中期経営計画のスタートと歩調を合わせて金融分野全体の大きな機構改革がなされ、「決済」と「保険」
という新たな組み合わせによる新生第三金融事業本部が設立された。新組織設立の狙いと今後の期待、目論見等について、
細谷事業本部長に伺った。
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位置を目指していきます。
さらに、インターナルではメソド
ロジー、ノウハウ含めたアセットの
相互活用シナジーを期待していま
す。例えば、当事業本部は多数のミッ
ションクリティカルな社会インフラ
の開発、運用を担っています。この
ようなサービスの安定運用を実現す
るノウハウ、運用自動化の仕組みな
どを相互共有しながら高めていくこ
とは、当社の強み、コアビジネスを
徹底的に磨き上げることに繋がりま
す。また、顧客接点となるフロント
領域での高速開発、データ分析、コ
ンサルティングのメソドロジー・ノ
ウハウも然り、先進的なお客様取組
への伴走によって培った経験をア
セット化し、DX領域でのケイパビ
リティを高めていきます。

識・再定義し、その価値を磨き上げ
ていきます。
その上で、本部内外シナジーを効
かせながら価値を拡げていきます。
更には、新しい技術を取り入れる、
サービスを繋げる、或いはお客様同
士を繋げることで新しい価値を創造
していきます。

─最後に、今後の抱負をお聞かせく
ださい。

細谷　お客様との会話の中でも、「決
済のフロントとバック」、「決済と保険
の融合」について、高く期待を寄せる
お言葉を頂戴することが少なくあり
ません。そのご期待にしっかりと応
えるべく、取り組んでまいります。

─本日はありがとうございました。

─提供価値に拘るとは具体的にどの
ようなことを指していますか。

細谷　近年、金融システムの安定運
用に対する要求が一層高まっていま
す。システムの複雑性、利用される
サードパーティ製品の数が増すのに
合わせて、サービスを安定的に継続
していくことの難易度も高まってお
り、その価値の大きさが再認識され
るようになっているとも言えます。
これまで「当たり前のこと」として
捉えられていたことも、それを提供
するプロセスや仕組み自体の価値の
大きさが見直されてきています。重
要な社会インフラを支えるサービス
を提供する我々自身も、市場環境の
変化、技術の進展を踏まえ、前例にと
らわれることなく、提供価値を再認
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図１　第三金融事業本部方針
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